
合志楓の森中
学校だより 

   

後
期
の
開
始
早
々
、
中
体
連
駅
伝
大
会
や
合
志
市

総
合
防
災
訓
練
、
三
年
生
の
共
通
テ
ス
ト
等
、
様
々
な

行
事
や
活
動
が
目
白
押
し
で
し
た
。
十
一
月
か
ら
も
、

学
習
発
表
会
、
人
権
教
育
公
開
授
業
、
菊
池
教
育
事
務

所
学
校
訪
問
、
二
年
生
の
修
学
旅
行
等
と
、
引
き
続
き

忙
し
い
日
々
が
続
き
そ
う
で
す
。
生
徒
も
教
職
員
も
、

場
合
に
よ
っ
て
は
優
先
順
位
を
付
け
、
よ
り
確
か
な

成
果
を
目
指
し
つ
つ
も
、
無
理
し
過
ぎ
な
い
よ
う
取

り
組
ん
で
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
昔
々
の
二
十
三
年
前
、
私
（
校
長
）
は
、

文
部
省
（
当
時
）
の
海
外
派
遣
事
業
で
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
教
育
事
情
を
視
察
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
際
、
派
遣
団
員
は
、
個
別
課
題
を
設
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
私
は
「
ア
メ
リ
カ
の
情
報
教

育
（
現
在
で
言
う
と
こ
ろ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
）
」
と
い
う

テ
ー
マ
を
掲
げ
て
参
加
し
ま
し
た
。 

メ
イ
ン
で
訪
問
し
た
都
市
は
、
メ
キ
シ
コ
と
国
境

を
接
す
る
エ
ル
パ
ソ
（
テ
キ
サ
ス
州
）
。
視
察
し
た
コ

ル
ド
バ
中
学
校
に
お
い
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
以

下
、
Ｐ
Ｃ
）
ラ
ボ
が
三
教
室(

約
二
〇
台
・
一
学
級
が

二
〇
名
以
下
な
の
で
、
一
名
一
台
利
用
可
能)

、
図
書

室
に
は
八
台
（
生
徒
用)

、
他
の
教
室
に
も
最
低
一
台

は
Ｐ
Ｃ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
全
て
の
Ｐ

Ｃ
は
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
接
続
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
環
境
で
し
た
。 

三
つ
の
ラ
ボ
の
中
の
二
つ
は
、
リ
テ
ラ
シ
ー
育
成

の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
のS

t
u
d
e
n
t
 

 
S
h
a
d
o
w
 A
c
t
i
v
i
t
i
e
s

（
個
別
の
案
内
係
）
の 

ア
ニ

ー 

と
い
う
中
二
の
女
の
子
は
、
小
二
か
ら
Ｐ
Ｃ
を
使

い
始
め
た
そ
う
で
、
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
も
か
な
り

の
腕
前
で
し
た
。
な
お
、
ア
ニ
ー
の
ク
ラ
ス
の
約
半
数

は
、
自
宅
に
自
分
専
用
の
Ｐ
Ｃ
を
持
ち
、
道
具
と
し
て

宿
題
な
ど
に
使
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

ま
た
、
も
う
一
つ
の
ラ
ボ
は
理
科
の
授
業
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
科
学
内
容
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト

に
ア
ク
セ
ス
し
、
生
徒
各
自
の
興
味
・
関
心
に
し
た
が

っ
て
、
情
報
検
索
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い

ま
し
た
（
ア
ニ
ー
は
「
舌
」
の
構
造
を
研
究)

。 

さ
ら
に
、
中
二
の
社
会
科
で
は
、
十
四
世
紀
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
内

容
を
５
Ｗ
１
Ｈ
で
議
論
し
な
が
ら
、
協
働
で
新
聞
を

作
成
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
ア
ニ
ー
の
ク
ラ

ス
は
「C

a
s
t
l
e
 
r
o
c
k
 
N
e
w
s

」
と
い
う
新
聞
を
作
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。 

 

エ
ル
パ
ソ
は
、
世
界
経
済
の
中
心
で
も
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

の
拠
点
で
も
な
く
、
州
都
ダ
ラ
ス
か
ら
六
百
マ
イ
ル

も
離
れ
た
、
周
囲
は
砂
漠
の
辺
境
の
街
で
す
。
し
か

も
、
二
十
年
以
上
も
過
去
の
話
。
さ
す
が
に
、
現
在
の

日
本
の
学
校
も
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
超
え
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
世
界
の
時
間
は
止
ま
っ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
う
ま
で
も
な
く
更
な

る
進
歩
・
進
化
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

一
部
の
研
究
指
定
校
（
地
域
）
を
除
き
、
合
志
楓

の
森
中
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
、「
県
下
の
ト
ッ
プ
グ
ル
ー

プ
を
走
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
世
界
基
準
で
見
れ
ば
、
普

通
も
普
通
。
も
し
か
し
た
ら
、
や
や
遅
れ
を
と
っ
て
い

る
か
も
‥
‥
。
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
時
代
に

未
来
社
会
を
見
据
え
た
時
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に

「
待
っ
た
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
退
職
ま
で
ア
ク
セ

ル
を
踏
み
続
け
ま
す
が
、
世
の
中
に
は
、
ブ
レ
ー
キ
を

踏
み
た
が
る
人
が
い
る
の
も
事
実
で
す
。 

よ
う
や
く
実
現
、
リ
ア
ル
学
習
発
表
会 

十
一
月
十
二
日
（
土
）
に
、
学
習
発
表
会
を
実
施
し

ま
す
。
昨
年
度
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
）

で
の
実
施
で
し
た
が
、
本
年
度
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
リ
ア

ル
に
参
観
を
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

（
発
表
学
年
で
入
れ
替
わ
り
は
お
願
い
す
る
予
定
）
。 

ス
テ
ー
ジ
部
門
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
各
学
年

か
ら
の
発
表
、
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
吹
奏
楽
部
演

奏
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
展
示
部
門
で
は
総
合
的
な
学

習
の
ま
と
め
や
ポ
ス
タ
ー
、
も
み
じ
学
級
の
作
品
、
美

術
作
品
や
書
写
作
品
の
展
示

等
が
あ
り
ま
す
。 

総
合
的
な
学
習
の
発
表
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
イ
メ
ー

ジ
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
あ
る

程
度
想
定
は
し
つ
つ
、
期
待
も

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
私

（
校
長
）
が
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
の
が
、
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
で
す
。
そ
れ
も
、
本
番
だ

け
で
な
く
、
練
習
の
過
程
で
衝
突
や
軋
轢
が
あ
っ
た

り
す
る
の
も
、
「
青
春
！
」
と
い
う
感
じ
が
し
て
、
何

か
私
は
好
き
で
す
。
中
学
校
生
活
の
思
い
出
の
一
ペ

ー
ジ
を
刻
ん
で
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

 

感
謝 

十
万
ア
ク
セ
ス
達
成
！ 

本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
、
十
月
二
十
七
日
に
十

万
ア
ク
セ
ス
に
到
達
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
閲
覧
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も 

魅
力
あ
る
ペ
ー
ジ
作
り
に
努
め
ま
す
の 

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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